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ゆう子,平 河勝美,久 米弥寿子,辻 聡子,高 田喜代子,田 中
結華(2000)..基 礎看護技術の理論化に関する研究一 日常生
活の援助技術に対する行動科学的分析一.立 部省科学研寄脅
幽 基盤研究(B).
2)阿	曽洋子(分担研究員),高 田喜代子,上 原ます子,高 沢洋子,
原田俊子,藤 原恵美子,保 田みつ子,杉 本信子(2000).褥 瘡治
療 ・看護 ・介護 ・介護機器の総合評価な らびに褥瘡予防に関
する研究.厚 牛省轟奔窟犖研究專爨助成金.
3)大	野ゆう子(代表),稲 邑清也,武 田裕,高 橋隆,井 上俊彦,
門田守人,木 村通男,山 口直人,小 山和伸(2000).パ ス解
析による病院運営合理化の研究一タイムスタディおよび治
療法選択過程をもとにして一.立 部省科学研究脅補助金.
基盤研究(B).
4)久	米弥寿子(2000).人 間関係技術におけるロールプレイ学
習による態度育成.立 部省科学研{究曹補助金.奨 励研究 
(A).
5)高	田喜代子(2000)。 褥瘡およびその予防に対するドレッシ
ング材使用の実態調査.立 部省科学研霾脅補助余一奨励研
究(A).
母性 ・小児看護学講座
1.論 文(原 著,総 説,報 告書等)
1)平	山宗宏,鈴 木敦子,徳 永雅子他(2000).添 付児童虐待の防
止に"保 健'°はどう挑むのか、公衆銜牛悋輻.903.6-15.
2)鈴 木敦子(2000).小 児看護教育とインフォーム ドコンセント:
子どもの人格発達をふまえて.ノト嬋看講23r13、.1727-1730.
3)原	田徳蔵(2000).小 児の下痢症における病因の変遷、乳児難
治性下痢症.幽31-36.
4)原	田徳蔵(2000).厚 生科学研究:小 児薬物療法における医
薬品の適正使用の問題点の把握及び対策に関する研究一
〇ff-label医薬品等に関する日本小児栄養消化器病学会の
prioritylist.11ノ 、「 口冨9巾=,ク」曙
報 告 晝,.igaigi. 
5)Shima,M.,Tanae,A.,Miki,K.,Matsumoto,S.,Nakajima,S.,
 
Harada,T.,Shinagawa,T.,Tanaka,T.,Okada,S.(2000).Mecha-
nismforthedevelopmentofovariancystsinpatientswithcongeni-
tallipoidadrenalhyperplasia.Eutoロean∫oumaiofEndoc血olo¢v.
里274-279.
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6)高	 木 洋 治(2000).NutritionSupportに 必 要 な 基 礎 知識5.
a午掌 齊争朋F・経 陽 ξ漣蓉.沿 療 単,34(2)150-153.
7)高	 木 洋 治(2000).銅 の 生 理 作 用 と栄 養 と して の意 義 
JJPEN,22(3).155-160.
8)高	木 洋 治(2000).市 販 輸液 の種 類 と特 性(1)末 梢 ル ー ト
輸 液.臨 床 遡541-553.
9)高	 木 洋 治(2000).輸 液 剤 か らみ た 各種 病態 へ の 適 応 ・
中心 静 脈 栄 養 輸液 ・ビ タ ミ ン微 量 元 素,救 急 医.2A 
X943-952.
10)高 木 洋 治 、 山東 勤 弥 、和 佐 勝史 、 吉 田 洋 、 岡 田 正
(2000).高 カ ロ リー 輸 液 の 処 方 と組 み 立 て 方.Medical 
Practice.17.147-157.
11)吉 田洋 、 山 東 勤 弥 、和 佐 勝 史 、 高 木 洋 治 、 岡田 正
(2000).在 宅 栄 養管 理.臨 床 医2.6(21.185-187. 
12)CuiL,TakagiY,SandoK,WasaM&OkadaA:NitricOxide 
syntheseinbibitorattenuatesinflammatorylesionsintheskin 
ofzinc-deficientrats.Nutrition,16,34-41,2000.
13)楢 木 野 裕 美(2000).医 療 者 や 親 のか か わ り と検 査 ・処
置 を受 け た 子 ど もが 抱 い た 思 い,ノ 吋 甲看 講,23`13、. 
1758-1762.
14)蝦 名 美智 子,鈴 木敦 子,楢 木 野 裕 美 他(2000).検 査 ・
手術 を受 け る 子 ど もへ の イ ン フ ォー ム ドコ ンセ ン トー
看 護 の実 態 とケ ア モ デ ル の構 築 一,平 成10～11年 庠
文 部 省科 学 研 究 輻 告 書.
15)半 田浩 美,鈴 木敦 子,楢 木 野裕 美 他(2000).「 子 ど も
へ検 査 ・処 置 に つ い て説 明 を 行 う こ と」に 関 す る文 献
検 討,神 戸 古 看 講 夫 単 經 專.4.7-15.
16)中 村 敦 子,鈴 木 敦 子,楢 木 野裕 美 他(2000).入 院 して
い る子 ど もの 遊 び に対 す る看 護 者 の認 識 一看 護 経 験年
数 に よ る 比 較 一,大 阪 大 単 看 講 単 雜 誄.6`1).1422.
17)炭 原 加 代,宮 前 由喜 子,中 嶋 有 加 里,田 間 惠 實 子,山
地 建 二(2000).大 学 生 の 月経 随 伴 症 状 と 日常 生活 状
況 に つ い て.大 阪 母 株 衡 牛単 令 難 誄.36`1、.129-133.
18)中 嶋有加里,染 原和子,谷 口武,村 田雄二,山 地建二
(2000).妊 婦の自動車運転に関する研究(第4報)一
運転時と助手席乗車時の子宮収縮自覚の比較一,太 阪
大学看誨単雄訣.6(1).24-33.
19)中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間惠貴子,染 原
和子,谷 口武,山 地建二,村 田雄二(2000).マ タニ
ティ ドライビングに対する意見 一質問紙の自由記載
回答欄から一.大 阪母樽衝牛学全難誄.36(11.24-30,
20)宮 前由喜子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間
惠實子,山 地建二(2㎜).産 褥早期の母親に関する
研究 一児を「抱く」ことに対する思いについて一.太
阪母性鵆牛挙会蘇識36(1),50-53.
21)竹 中佳織,藤 原靖子,山 田晶子,水 畑喜代子,中 嶋
有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間惠實子,山 地建
二(2000).妊 娠線の予防に関する基礎的研究.大
阪母樽衝牛犖令難訣.36`1、,19-23.
22)平 田直子,木 村佳奈,斉 藤由美,谷 口愛,横 山可奈,小 野塚
大介,田 間惠實子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,山 地
建二(2000)。 顔貌の出生直後の経時的変化.太 阪 母性衛生堂
会36(1),66-68.
23)斉 藤由美,谷 口愛,横 山可奈,木 村佳奈,平 田直子,小 野塚
大介,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間惠實子,山 地
建二,西 村明子(2000).出 生直後か らの顔貌変化 一パターン
化の試み一,大 阪母樽銜‡単会難訣.36(1).69-71,
24)木 村佳奈,平 田直子,斉 藤由美,谷 口愛,横 山可奈,小 野塚
大介,田 間惠實子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,山 地
建二,西 村明子,三 宅和美,田 村真美(2000).コ ンピュータ
を用いた育児支援の試み,大 阪母件衛4・単全難誌.36(11,159-
161,

25)山 地建二,中 嶋有加里,炭 原加代,田 間惠實子,梶 本勝,冨
田和彦,谷 口武,橋 上英子.(2000).妊 婦に発症した外陰膣炎
及び外陰そう痒症に対する弱酸性・低刺激性洗浄料セバメドR
フェイス&ボ ディウォッシュの使用成績.母 楫・衞牛.41(4). 
517-525.

2.単 行本(著#.翻 訳本)
1)南	裕子,野 嶋佐由美,鈴 木敦子他(2000).子 どもに現れる自閉、
幼児虐待と家族への介入.ナ ースによる心のケアハンドブッ
ク」(PP.).照林社.
2)原	田徳蔵(2000).在宅医療の実際:在宅中心静脈栄養.千代豪昭,
船戸正久編・一 ヱニュ 、
ヱルΦp23-26Xpp.69-71)・大阪府医師会勤務医部会,小 児の在
宅医療システム検討委員会編
3)高	木洋治(2000).微量元素欠乏症・多賀須幸男,尾 形悦郎編,AZ

且9.i`a111(pp594-595).医 学書院,

4)楢 木野裕美(2㎜).活 動意欲が低下している子どものケア.
小島操子,時 安真智子編,看 護のコツと落とし穴5.△ 児置護
(p65).東京:中山書店.
5)楢 木野裕美(2000)。児童虐待を受けた子どもと親への援助.小
島操子,時 安真智子編,看 護のコッと落とし穴5.△ 児晝護
(p114-115),東 京:中山書店.
6)楢 木野裕美(2000).多 動症候群 ・注意欠陥障害。野嶋佐由美,
南裕子監修,ナ ースによる心のケアハンドブック(p130・131),
東京:照林社.
7)中 嶋有加里(2000).マ タニティ ドライバーへのア ドバイス.小
島操子,末 原紀美代編,看 講のコツと薄 とL穴4.一 女性 ・母
性妊 くp&9).中山書店.
8)竹 村喬,中 嶋有加里,山 地建二,小 山田浩子(2000).保 健指
導の意義と歴史的推移.竹 村秀雄編,母 親学級 ・両親単級指
遵ヱニュヱル(P14-23)・メディカ出版.
3.学 会発表(抄 録,Proceeding)
1)原 田徳蔵(2㎜).シ ンポジウムー遺伝性疾患の患者を持った家
一50一
大阪大学看護学雑誌Vbl.7No.1(2001)
族への援助:Prader-Willi症 候群とその家族の援助.籃2生 回
m臨 庚揖俣学令.
2)原	田徳蔵(2000)。小児の栄養管理一小児の生活習慣病を中心
に.12、 △ ・ △.
3)舩	橋舞,村 上聖女,安 住美知代,服 部夏奈,原 田徳蔵(2000).
プラダー・ウィリ症候群児の社会適応行動及び性格特性の実
態と親の養育態度との関連にっいて.第145同 大阪ノト嬋科単 
y

4)服	部夏奈,原 田徳蔵,中 谷信章,安 住美知代,乾 幸治,岡 田
伸太郎,加 藤伴親,北 田実男(2000).小 児期におけるβ3ア
ドレナリン受容体遺伝子変異と肥満・血清脂質の関連につい
て.第18同 胛満.巣 着瞳害研究全、
5)安 住美知代,原 田徳蔵,塚 本紘子,酒 井規夫,乾 幸治,岡 田
伸太郎(2000).Methylation-PCR法 によるPrader-WilliSyn-
dromeの 診断.第28同 癸吉里常研究癸.
6)川	井正信,虫 明聡太郎,三 善陽子,田 尻仁,岡 田伸太郎,川
原央好,岡 田正,原 田徳蔵,藤 川泰弘(2000).著 しい脊柱轡
曲による十二指腸通過障害を伴う周期性嘔吐発作に対 し外科
的治療が奏功した1症 例.第13同 沂欝ノ貼甲科学令.
7)島	雅昭,田 苗綾子,三 木和典,勝 又規行,中 島滋郎,原 田徳
蔵,品 川隆,田 中敏章,岡 田伸太郎(2000).先 天性リポイ ド
過形成症における卵巣嚢種形成メカニズムの検討.103回
m/i、 環科単全.
8)虫	明聡太郎,神 尾範子,澤 田敦,近 藤宏樹,多 田香苗,三 善
陽子,田 尻仁,岡 田伸太郎,原 田徳蔵,佐 々木隆士,長 谷川
利路,岡 田正(2㎜).先 天性腸管微絨毛萎縮症に対する生体
小腸移植(経過報告).27ロ バ1'△.
9)徳	光洋子,虫 明聡太郎,近 藤宏樹,田 尻仁,岡 田伸太郎,大
植孝治,岡 田正,原 田徳蔵(2000).膵 頭細胞症の3症 例の長
期経過について.27ロ ハ1"ム.
10)那	須野明香,田 尻仁,澤 田敦,近 藤宏樹,三 善陽子,虫 明聡
太郎,岡 田伸太郎,曹 英樹,中 島清一,川 原央好,原 田徳蔵
(2000)..著明な椎体の変形を伴う胃食道逆流症に対して腹腔
鏡下噴門形成術が有効であった重度心身障害者の1例.第2Z
ロ ノ、1"△.
11)高 木洋治(2000).微量元素の重要性一味覚との関連一.太阪盧
巣着十会‡涯学習研fir.大 阪.
12)高 木洋治(2㎜),微 量元素の重要性と栄養素的考察.三重県臨
庚巣着研究会特別i研修会.津.
13)高 木洋治(2000).弟6次 改訂日本人の栄養所要量一ミネラルに
ついて一・集団給食施設笠萱内勤務栄養士班修会.高 槻.
14)高 木洋治(2000).微量元素について.奈 良県巣着十Y'Y'涯 単習
班修急 奈良.
15)高 木洋治、岡田正、(佐藤徳太郎、福島恒男、城谷典保、内山
昌則、竹山廣光、嵩原裕夫、溝手博義)(2000).在宅静脈栄養
(HPN)登 録状況一2000年 実施調査より一.存 宰静脈巣差侃pm
曲 千代田.
16)高 木洋治、岡田正、山東勤弥、和佐勝史、吉田洋(2000).静脈 ・
経腸栄養施行時の微量元素の重要性について.且...
蛬医 ゜3東 京,
17)高 木洋治(2000).栄養学における微量元素の重要性,兵厘県栄
着十套牛涯研修令.神 戸.
18)高 木洋治(2000).在宅静脈栄養(HPN)と 在宅経腸栄養(HEN)の
現状と問題点.・'△'ム39大 阪.
19)高 木 洋 治(2000).日 本 に お け るHPNの 現 状 と 問 題 点.且D
師 合 単 術 夫 会`33、 。大 阪, 
20)HasegawaT,SasakiT,NakaiH,KimuraT.TazukeY
 .SanoK.Wasa
 
M,TakagiY,OkadaA,(MushiakeS,HazadaT,DonoK
 ,Uemoto)
 
(1AOO).Living-relatedsmallboweltrnasplantationfora16-yeaz-old

patientwithmicrovi皿usinclusiondesease.AsianAssociationofPe-
diatricSure17福 岡.
21)和 佐 勝 史 、(虫明 聡 太 郎)、 山 東 勤 弥 、 高 木 洋 治 、 岡 田 正
(2000).臨 床 経 過 の 異 な る2例 の 小 腸hypoganglionosisの 経
験 ・ ハ 「'ム こ'1:?i16港.

22)吉 田洋 、曹 英 樹 、 山 東 勤 弥 、 和佐 勝史、 高木 洋 治 、 岡 田正

御oq).巾 着 縫 合 糸 によ り中 心 静脈 カ テ ー テル(経 内 頸 静 脈 挿
入)破 損 をき た した1例."Y(167阪.
23)吉 田洋 、 曹 英樹 、 山東 勤 弥、 和佐 勝 史 、高 木 洋 治 、岡 田 正 、
(飯 野 妙 子)(2000).ミ ー ド酸(5,8,11-eicosatrienoicacid)の 実 験 的
小腸 潰 瘍 に対 す る効 果 の検 討.且 杢 一 大
阪.
24)吉 田洋 、曹 英 樹 、山 東 勤 弥 、和 佐勝 史、長 谷 川利 路 、川原 央
好 、鎌 田 振 吉 、高 木 洋 治 、岡 田正(2000).ブ ド ウ糖 菌 性 熱傷 様
皮 膚 症 候 群(ssss)を 伴 っ たMRSAに よ る 中心 静 脈 カテ ーテ ル
敗 血 症 の1例.'・ 蜘 △10守 口.
25)吉 田洋 、曹 英 樹 、 山 東勤 弥 、和 佐 勝 史、 高 木洋 治 、 岡 田正 、
(飯野 妙 子)(2000).W-9脂 肪 酸 の炎 症性 腸 疾 患 に対 す る治 療 効
果 ・且 杢 臨 床 艷 高 知.
 
26)SohH,SandoK,WasaM,YoshidaH
 ,TakagiY,OkadaA(2000).The
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ableponeincatheter-relatedcomplicationsinpediatrichome
 
pazenteralnutritionpatients.AsianAssociationofPediatricSureeons
(171,福岡.
27)曹 英樹、山東勤弥、吉田洋、上野孝、日吉富志帆、吉田純子、
川原央好、和佐勝史、中島清一、高木洋治、岡田正(2000).胃
食道逆流症を伴う重痘[♪身障害児手術症例に対する噴門形成
術の栄養治療効果の評価,且 杢一	 大阪.
28)浅 井俊哉、山東勤弥、元山武彦、曹英樹、吉田洋、和佐勝史、
高木洋治、岡田正(2000).在 宅静脈栄養(HomeParenteral
Nutrition:HPN)施行時のカテーテル トラプルの検討一完全皮下
埋込式(subcutaneousinfusionport:SIP)とBroviacカ テーテルの
比較 一.在一 千代田.
29)吉 田純子、山東勤弥、日吉富志帆、元山武彦、浅井俊哉、曹
英樹、吉田洋、和佐勝史、長谷川利路、高木洋治、(虫明聡太
郎)、(飯野妙子)、岡田正(2000).生体小腸移植後の栄養管理の
一例(栄養士が関わった点).且杢臨底D会(22),高 知.
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30)炭 原加代,久 保井千春,原 口範子,西 村明子,中 嶋有加里,
山口雅子,山 地建二(2000).妊 婦の食生活状況調査.41
同R木 母桴銜牛学会.
31)山 口雅子,西 村明子,中 嶋有加里,炭 原加代,山 地建二(2000).
ベ トナムのリプロダクテイブヘルスと日本の援助.墨L回
Fl木母幹衝庫単:会.
32)中 嶋有加里,染 原和子,谷 口武,西 村明子,山 口雅子,炭 原
加代,山 地建二(2000)。 自動車運転が妊娠のOutcomeに 及
ぼす影響(第1報).第41同 口木母袢鵆牛単合.
33)西 村明子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,山 地建二(2000).
分娩時のUniversalPrecaution実 施状況と阻害因子についての
検討,第41同 目太母樟衝牛学会 。
24)水 畑喜代子,西 村明子,中 鴫有加里,炭 原加代,山 口雅子,
山地建二(2000),妊 娠中の母体重変動(増 加量)に かかわ
る要因.堡 一 ・
4.研 究助成
1)蝦	名美智子(代表)、片田範子、鈴木敦子、筒井真奈美、村田
恵子、楢木野裕美他(2000).検 査 ・手術を受ける子どもへの
インフォーム ドコンセン ト 看ー護 の実態とケアモデルの構
築 一.立部省科学研究脅,基 盤(B)・
2)山 地建二(代表),村 田雄二,大 森正昭,中 嶋有加里(2㎜).
妊婦の自動車運転の安全性に関する総合的研究.文部省D
磯 艦 萌芽的研究.
3)高	木洋治(代表)、岡田正(1999-2000).実 験的小腸移植におけ
るグラフト関連リンパ組織の解析一免疫抑制剤FK50cl
r-rYnoの 免疫抑制効果一立部省科学研究葎・基盤研究(C)・
4)鈴 木敦子(代表),楢 木野裕美,上 野昌江 他.養 育不全の母親
のタイプの解明と彼ら及びその子どもが必要としている質的
ケアの探究.立 部省科単研窺奮.基 盤研究(B).
5)楢	木野裕美(代表),鈴 木敦子,上 野昌江 他.歪 んだ親子関係
の世代間伝達を克服するための要因の解明とその育児支援の
探究.立 部省科学研究曹、基盤研究((D.
6)蝦	名美智子(代表),鈴 木敦子,楢 木野裕美 他.「検査 ・処置
を受ける子 どもへの説明と納得」に関するケアモデルの実践
と評価.文 部省科学研究脅.基 盤研究(B).
7)中	嶋有加里(2000)。 妊婦の自動車運転の安全性に関する基
礎的研究.立 部省科単研究曹.奨 励研究(A).
成人 ・老人看護学講座
1.論 文(原 箸,総 説,報 告書等)
1)江	川隆子(2000).腎 不全患者のケアに関する研究の動向と今
後の課題新世紀へ向けて.晝 護班究幽15-22.
2)江	川隆子,山 本洋子,藤 原優子(2000)糖 尿病患者の日常生活
習慣是正の効果的指導法.QualityofNursin6(823-30.
3)江	川隆子(2000).腎 不全の看護研究・円本腎不全看講学会訣2 
×1,,12-15.
4)神 谷千鶴,今 井雪香,江 川隆子(2000).慢 性血液透析患者の健
康行動に対するセルフエフィカシーの特徴.旦 杢豎丕全堂会
灘4&52.
5)城	戸良弘,小 野博史,北 嶋洋幸,矢 野雅彦(2000).高 齢者の術後
管理上注意すべき合併症とその対策.OPEnursin焦15`10).68-73
6)城	戸良弘(2㎜)・医療側からみたインフォーム ド・コンセント
の現状と今後の在り方.mの 科単者35`9、.15-19.
7)荻 野敏(2000),アレルギー性鼻炎に対する補中益気湯の使用経
験.-31-35.
8)荻 野敏,高 橋桜子,川 嵜良明,水 津百合子,入 船盛弘
(2000).アスピリン喘息における誘発物質(添加物)について.
亘鼻幽31-36.
9)荻	野敏,入 船盛弘,後 藤啓恵(2000).ア スピリン喘息に伴う鼻
茸に対するプランルカス ト(オノン)の効果.且.,
喘息研究・会訣.2f1、.133・138.
10)荻	野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治,三 宅
陽子,原 田隆雄(2000).ア レルギー性鼻炎患者におけるQOL
(第1報)一 スギ花粉症飛散期のQOL-.亘 麹131-
139.
11)荻 野敏,高 橋桜子(2000).添加物により症状の悪化をみたアス
ピリン喘息症例.ア レルギーの臨庚.2A(9),749-752.
12)荻 野敏,末 吉朋美,上 田扇代(2000)・妊娠に伴う味覚変化の実
態に関する研究.看 講樗術46r11、.1230-1234.
13)荻 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治,三
宅陽子,原 田隆雄(2000).ア レルギー性鼻炎患者におけるQ
OL(第2報)一 スギ花粉症のQOLと 背景因子一.旦 
463223-229.
14)荻 野敏(2000).ア レルギー性鼻炎による嗅覚障害,⊥ Ω上込L 
16789-791.
15)榎 本雅夫,藤 村聡,荻 野敏(2000).ア レルギー性鼻炎における
QOLの 考え方と評価法.ア レルギー科.9f4、,370-374.
16)荻 野敏(2000)・境界領域への取り組み一アスピリン喘息と鼻病
変一.且 耳鋤844-847.
17)荻 野敏(2000).ア スピリン喘息における鼻粘膜病態.ヱ 趾
主二x,10(21.83-87.
18)初 田真知子,呉 勁,巻 田ふき,板 垣昭代,奥 宮暁子,坂 間伊
津美,小 松美穂子(2000).超音波画像による成人女性の残尿測
定法および体位依存性に関する研究,母性412299-30
19)奥	宮暁子,宮 腰由紀子(2000).リハ ビリテーション看護の研
究の動向と今後の課題 ・-23-32.
20)石 鍋圭子,野 々村典子,吉 田真季,奥 宮暁子,宮 腰由紀子,
土屋陽子,川 波公香,穂 積恵子(2000)・リハビリテーション医
療における職種間連携の実態と看護婦の役割一.且杢ユムビユ
テーシaン 蓮燈学全学会研究諌.1(1),141-149,
21)野 々村典子,石 鍋圭子,宮 腰由紀子,奥 宮曉子,土 屋陽
子,川 波公香,穂 積恵子,吉 田真季(2000)・リハビリテー
ション看護領域におけるチーム活動の実態 と理論モデル提
要の可能性.看 誇管理.10`11、.920-926.
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22)吉 野 幸 美,奥 宮 暁子(2000)・ 看 護 職 の専 門 的 自律 性 と看護
過 程 の実 態 につ い て の 共分 散 構 造 分 析.第31同 円木 奢 藷
学 会 論 写ご集一 看 誇 総 ←,74-76. 
23)MakimotoK,OdaH,HiguchiS(2000),lsheavyalcoholconsump-
tionanattnbutableriskfactorforcancer-relateddeathsamongJapa-
nesemen?.Alcoholism:ClinicalExperimentalReseazch.24(31
 
,382-385.
 
?A)MaldmotoK,Aiguchi.S(2000).Changesinpercapitaalcoholcon-
sumptionandsuicidemortalityinJapan,1950-1990.HokurikuJ
 
PublicHealth26;63-67.

25)高 崎 郁 江,牧 本 清 子,林 正 男,飯 田 芳枝(2000).神 経芽 細 胞 腫
ス ク リー ニ ング に対 す る保 護 者 の意 識 と未 受験 者 の特 性.北
陸〃}募き髱舒老仁諌.27{ユ、.26-30,
26)浅 草 喜 久 治,晋 川 朋 子,仲 井 美和,塩 見 一 成 刀 谷 峰 子,寺
師栄,高 橋 章子,河 村 葉子(2000).パ ー カ ッ シ ョン と ス ク ィー
ジ ン グ の効 果 の 比較 検 討.目 本救 魚 看 講学 套 難 訣.
27)小 関真 紀,升 谷 英子,鍋 谷 佳 子,青 木 越 子,藤 本春 美,城
戸 良弘(2000).手 術 を体 験 す る食 道 癌 患 者 の コ ー ピン グ に 関
す る研 究,一 術 前 ・退 院 前 の 検 討 一.目 太 看翻 突学 会雜 誌 
233183.
38)上 原 淳 子,池 田 明子(2000).看 護 者 に とっ て 対 応 困 難 な患
者 行 動 の 理解 に 関す る 一考 察.大 阪 大 単 看 誇 学 難 諌 、6(11、 
34-41.
2・単行本(著 誉,翻 訳本)
1)江	川隆子,清 水久美子,田 島悦子他(2000),看藷データベース
ー作成渦程 と臨庚への応用一.廣川書店.
2)江	川隆子,清 水久美子,田 島悦子他(2000).看講データベース
ー作成禍程 と臨庚への応用一塘2版 .廣川書店.
3)坂	田三允,奥 宮暁子,江 川文誠,後 藤田倫子,恵 崎順子
(2000).第2章 生活を支える看護の技術,2.生 活調整をする
人の看護,障 害旃設職昌涌信教吉,8,19-37.知 的障害者福祉
協会.
4)坂	田三允,奥 宮暁子,江 川文航 後藤田倫子、恵崎順子(2000)
.第2章 生活を支える看護の技術,3.生 活の再構築を必要と
する人たちの看護.知 的障害施設職 昌涌僧激吉.8,38-48.知的
障害者福祉協会.
5)奥 宮暁子,後 閑容子,坂 田三允:編(2000).シ リーズ細心存宰
看講持術幺R常 牛活に韆助汐必專とする人の存車ケア.中央
法規出版.
6)日 野原重明監修,武 田雅俊編集,國 生拓子:共 著(2000).1登
藷のための晶新疾単講座第13巻,痴 呆、精神科高齢者病棟
で の ケ ア(PP.262-268),中 山 書店.
3.学 会 発 表(抄 録,Proceeding) 
1)Ogino,S.,Irifune,M.,Takeda,M.,Baba,K.,Fukuroku,K.,
 
Miyake,Y.,Hazada,T.(2000).QOLinJapanese-cedazpollino-
sisusingSF-36questionnaire.17thInternationalConeressofAl一
1ergolo殳vandq血calImmunologv.
2)荻	野敏(2000).花 粉症の診断と治療.第11同 岡山耳皇咽喉
科威簗鼻痔研究会.
3)荻	野敏(2000).ア レルギー疾患治療のポイン ト.一一.a
ルギー凋閤学術讖濱套.
4)荻	野敏(2000).QOLか ら見たアレルギー性鼻炎.第 ⊥回
中四国耳鼻网喉科アレルギー事奏廡研究会。
5)荻	野敏(2000).耳 鼻咽喉科か らみたアスピリン喘息.第2q
同北海楢亘鼻咽曝耕鼻寝アレルギー談話会.
6)荻	野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治
(2000).ス ギ花粉症におけるQOL(第3法):QOLに影
響を与える背景因子(SF-36を 用いて).第12同 臼zkア レ
ルギー単全春蛬臨庚夫会.
7)荻 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,焉 場謙治
(2000).ス ギ花粉症におけるQOL:QOLに影響を与える
背景因子(SF-36を用 いて).第101同Rホ耳量咽喉科学
搬
8)荻	野敏,入 船盛弘,竹 田真理子(2000).通 年性アレルギー性
鼻炎におけるQOL,39A'△"一'△.
9)野	々 村典子,土 屋陽子,宮 腰由紀子,奥 宮暁子,小 林幸子,
穂積恵子,石 鍋圭子,山 田京子,吉 田真季,川 波公香,石 川
ふみよ,斎 藤みちよ(2000).リハビリテーション看護の役割・
機能についての認識一一般看護婦の全国調査から一.26回 且
太看講研究学会学術集全.
10)吉 野幸美,奥 宮暁子(2000).看 護職の専門的自律性と看護過
程の実態についての共分散構造分析・一看護総合一.缸 凵虱且
D護 堂会亠奈良.
11)石 川ふみよ,奥 宮暁子,坪 井良子(2000).短期大学教員の看
護教育制度に対する認識一 自由記載の分析から一.箜蠅
誨単教育学会学術y.神 戸.
12)野	々村典子,土 犀陽子,宮 腰由紀子,奥 宮暁子,小 林幸子,
穂積恵子,石 鍋圭子,山 田京子,吉 田真季,川 波公香,石 川
ふみよ,斎 藤みちよ(2000)・リハビリテーション看護領域の卒
後研修内容の検討一一般看護婦の全国調査から一,鋤
目	 、A1:,一_ぐ 、 愚 △'∠ ム
13)野 々村典子,土 屋陽子,宮 腰由紀子,奥 宮暁子,小 林幸子,
穂積恵子,石 鍋圭子,山 田京子,吉 田真季,川 波公香,石 川
ふみよ,斎藤みちよ(2000)・リハビリテーション領域における
看護の役割・機能一職種別全国調査一1:,一 一ミ'・
ア合同研霾大套.岩 手.
14)服 部希恵,北 島謙吾,藤 本幸三,大 谷恵,森 千鶴,國 生拓子,
角屋厚子,小 瀬古隆,森 明美,松 井浄,川 村女里子,巽 章,
楠本賢一,ロ バート・アンダース,川 野雅資(2000).三 重県
立志摩病院に入院中の痴呆状態にあると考えられる精神障害
者のQOLに 関する研究.社 団法人日本精神科看護技術協会.
匿重県支書K看言輸 究4き言まミ.27-29.
15)三 島明子,今 井雪香,江 川隆子(2000).慢 性血液透析患者の
セルフエフィカシーと自己管理の関係.第3同 腎不全看誨単
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a
16)神 谷千鶴,三 島明子,今 井雪香,江 川隆子(2000).慢 性血液
透析患者の健康行動に対す るセルフエフィカシーの特徴.籃
3向 腎不全看講学套.
17)今 井雪香,江 川隆子(2000)・看護大学生の予防的保健行動の
特性一看護大学生と一般大学生の比較 一,第20回m看 藷
科単単会単術集会.
19)櫻 井尚子,本 間紀子,井 上智恵,溝 口麻里,山 倉左起子,山 崎
ともえ,林 真理,佐 々木三男(2000).看 護婦の二交代勤務の
睡眠覚醒リズム.:..睡 眠学会第25同 定期学術集会.
20)河 原由香,塩 見一成,太 田純子,刀 谷峰子,寺 師栄,高 橋
章子,河 村葉子(2000).閉 鎖式吸引回路の有用性の検討その
1.第2同 日太救魚看講学会.
21)仲	井美和、浅草喜久治、塩見一成、太田純子、寺師栄、高
橋章子、河村葉子(2000).ス クィージングが循環に与える影
響の考察.第2阿R本 救魚看講学会.
4.研 究助成
1)小	松美穂子,奥 宮暁子,巻 田ふき,板 垣昭代,坂 間伊津美他
(2000).排 尿の体位依存性に関する研究一超音波画像診断法
を用いて一平成9年 庶～平成11年 庶科単研究費補助金某盤
幽.
2)野	々 村典子,奥 宮暁子,宮 腰由紀子,他5名(2000).リ ハ
ビリテーション看護の専門性確立のための看護援助分析.
平成11年 庶厚牛科学研究費補助金(疾 癖持術評価総合研
鑑
3)國 生拓子(2000).精 神科入院患者のQOLお よびケアの満
足度調査に基づくクリティカル・パスの開発.文 部錮 堂班
究費亠奨励研究A.
地域看護学講座
1.論	文(原 著,総 説,報 告 書 等)
1)早	川 和 生(2000),介 護 保 険 で 日本 の 何 を変 え るの か.上=シ
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